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ま　え　が　き

　システムの概念は，もとはといえば，軍事上の必要性から芽ばえ

たものです．そして，企業や行政の戦略上，非常に有用であるとい

うので，たちまち日本中の各階層に広がってしまいました．気のき

いた経営者や管理者の口からは，ことあるごとに“システム”が飛

び出すほどです．けれどもシステムの概念は，企業や行政にばかり

でなく，もっと普遍的に重要な概念だと，私は思っています．

　物質文明の急速な発展のために，私達の社会は複雑化，多様化の

一途をたどります．よほど気をつけていても，複雑化，多様化の渦

の中に，自分の位置を見失ってしまいます．その結果，疎外感，違

和感，あるいは孤独感を味わう人がふえてきました．いわゆる“断

絶の時代”です．その証拠に，ほんとうの友情を持ったり，しみじ

みとした恋愛をする人に，私は会ったことがありません．悲しいこ

とです．ほんとうの友情や恋愛が育ち，そこに，かけがえのない価

値を見いだせた時代を，なつかしいと思います．けれども，そうい

う古い価値観がよみがえることを期待しているのではありません．

もっと大きな人類の利益のために，それは消え去ってもよいのだと

さえ思います．

　そのかわり，私達の心のよりどころとなる新しい価値観が確立さ

れる必要があります．それは何でしょうか．私には，よくわかりま

せん．わかっていることは，複雑化，多様化の波にもまれても，自
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分の位置を見失わないための“何か”をしっかりと身につけておき

さえすれば，新しい時代を生きていくための価値観が，おのずから

芽ばえてくるだろうということです．自分の位置を知っていること

は，自分にとって何がたいせつで，自分は何をするべきかを判断す

る決め手なのですから……．

　この“何か”がシステムの概念なのだと言ったら，手前みそにす

ぎるでしょうか．そんなことはないと思います．システムの概念を

知らないと，判断が自分中心になってしまいます．「窓からでは，

全世界はけっして見渡せない」というスペインの諺のように，自分

中心では，複雑な近代社会の全貌を理解できません．だから，自分

の位置を見失ってしまいます．システムの概念を身につけてこそ，

はじめて「それでも地球は動いている」とつぶやいたガリレオ・ガ

リレイのように，自分の位置を正しく理解できるのです．この小冊

子が，システムの概念をつかむ手がかりになってくれれば，望外の

幸せです．日科技連出版社の方々，とくに，山口忠夫さんには，こ

の出版についていろいろと尽力していただきました．お礼を申し上

げます．

　昭和 45 年 11 月

大　村　　平

　この本の初版が出版されたのが 1971 年の 1 月ですから，なんと

半世紀も前のことになります．十年ひと昔という言葉がありますが，

さすがに五昔も前に書いたものなので，社会環境は大きく変わり，

文中の題材や表現に不自然な箇所がたくさん見られるようになりま
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vま え が き

した．そこで，そのような部分を改訂させていただきました．

　初版の当時ともっとも変わったのは，“システム”という言葉に

対する世の中のとらえかたです．この本では，「多くの要素が互い

に関連を持ちながら，全体として共通の目的を達成しようとしてい

る集合体」をシステムと呼ぶ，と定義しています．このことは，半

世紀経ったいまでも変わらないと思っています．したがって，ハー

ドウェア，ソフトウェア，人，情報，技術，サービスなど，さまざ

まな要素が含まれるはずです．けれども，いつのまにか，システム

＝コンピュータという，私に言わせれば間違った常識が，世の中を

覆うようになりました．そのため，SE（System Engineer）という仕

事も，IT エンジニアを指すようになってしまいました．

　くれぐれも申し上げておきますが，この本が扱うのは，本来の意

味でのシステムであり，複雑さと対決しながら，それを合理的に設

計し，運用するための理論と手法であるシステム工学です．どうぞ，

お間違いのないように……．

　はなしシリーズの改訂版も，この本で 23 冊を数えるまでになり

ました．半世紀ぶりに甦ることになったのも，思いもかけないほど

多くの方々に取り上げていただいたお陰です．これから先も，この

シリーズが多くの方々のお役に立てるなら，これに過ぎる喜びはあ

りません．

　なお，改訂にあたっては，煩雑な作業を出版社の立場から支えて

くれた，塩田峰久取締役に深くお礼申し上げます．

　令和 2 年 10 月

大　村　　平
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複雑さへの挑戦

　人間社会の複雑さも，工業製品の複雑さも，加速度的に変化して

いるのでした．自動車の世界では，「100 年に一度の大変革期」な

どとも言われています．大きな変化は，私たちのものの見方・考え

方に革命を要求します．私たちの頭脳を改革し，劇的な変化に対処

していかなければなりません．

　さきほど，自動車のバックミラーとテールランプとはなんの関係

もないと考えるのは正しくない，と書きました．そして，バックミ

ラーはバックミラーで安く美しく丈夫につくり，テールランプは

テールランプで安く美しく丈夫につくれば，それがよい自動車をつ

くる道だという考えはまちがっていると書きました．バックミラー

とテールランプの間に微妙な関係があって，ひょっとすると，バッ

クミラーの美しさを少しだけ犠牲にして形を変えることでテールラ

ンプの寿命がぐんと伸びて，自動車全体として品質が良くなり，信

頼性も向上する，ということが起こるかもしれないからです．全体

の複雑さが少ない時代は，それぞれの部品を良くしていけば，全体

も良くなるという考え方が支配的でした．なぜなら，「部品を良く

する」という意味の中には「他の部品にとって不具合にならず」し

たがって，「全体も良くなる」という条件が自明の理として含まれ

ていて，他の部品との関係が複雑でなければ，この条件はいつも容

易に成立させることができたからです．たとえば，こういうことで

す．下駄は，木製の台部とはなお
4 4 4

の二つの部品でできています．台

部は軽くて丈夫なほど良いので，桐などの高級な木材が使用されま

す．ところで，丈夫なほど良いのなら，はなおをすげる三つの孔な
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9第 1 章　システム概念の誕生

どないほうが良いに決まっています．けれども，台部に孔がなけれ

ば，はなお
4 4 4

には，のっぺらぼうな平面に三点で吸いつくしかけでも

準備しなければならず，下駄全体として見ると，良いものにはなり

そうもありません．こんなことはわかりきったことなので，孔のな

い台部を良い部品だと主張する変わり者はいないことになります．

　ところが，部品の数が多くなり複雑になってくると，こうは簡単

にいきません．美しいバックミラーとはなんでしょうか．自動車か

らはずして机の上に飾ったときに美しいのでは，あまり意味がなさ

そうです．自動車の他の曲線との関連において美しいのでなければ，

良い部品とは言えません．丈夫なバックミラーとはなんでしょうか．

ハンマーで叩いてもこわれないことは，自動車の部品として価値が

あるとは思えませんが……．

　良い部品であるかどうかは，他の部品とどのような関係を持って

いるか，全体の良さに対してどのように貢献しているか，全体の良

さとはいったい何なのか，というところまで考えていかないと，判

断が下せません．部品の数が多く，互いに複雑な関係を持っている

ときには，部品の良さのほうから全体の良さの方向ヘ思考していっ

たのでは，複雑すぎて何が何だかわからなくなってしまいます．

　人間の社会についても同じことです．社会が単純なうちは，自分

の立場からまわりを見まわしても，だいたい全部の範囲を見渡すこ

とができたし，自分と他人との関係を見落とすことはありませんで

した．けれども，現代のように社会が複雑で，しかも絶え間なく変

化していると，自分がこの人間社会の中でどういう位置にいて，ど

ういう役割を受け持っているかがわからなくなってきます．そのた

め，思い上がったり，困惑したり，世の中が何とはなしにいやに
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なったり，絶望したりすることも少なくありません．自分の位置を

見失うぐらいですから，何をするのが社会のため，ひいては自分の

ためになるのか正当な判断を下せず，やみくもな行動につっぱしる

ことになります．自分でも不安だし，他人にとっても迷惑な話です．

　一人ひとりの活動を密接に関連づけることによって，私たちの限

りない欲求をよりよく満足させることを覚えた人類は，今度は，密

接な関連ゆえに生じた複雑さに悩まされるはめになってしまいまし

た．

　この複雑さに打ち克って，人間社会の発展への前進，すなわち，

人間の限りない欲求をよりよく満足させうる社会への前進をたくま

しく続けるためには，ここでもうひとくふう必要なようです．どう

やら，人類は，この“ひとくふう”にも成功したようです．複雑す

ぎて見通しがきかなかった全体を，部品のほうから全体を眺めるの

ではなく，全体のほうから部品を眺め，混乱しはじめていた部品ど

うしの関係をアレンジしなおして，全体をよりよくしたり，もっと

思いきって“全体”の意味を考えなおし，別の“全体”で代替させ

複雑さに挑戦する
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11第 1 章　システム概念の誕生

たりする考え方に気がつき，そのためのテクニックを開発してきた

のです．なお，個々の部品が優秀であることが前提となることは，

言うに及びません．

　こういう考え方を，全体をシステムとしてとらえた考え方である

といいます．いいかえれば，全体を「多くの部品が互いに関連を持

ちながら，全体として共通の目的を達成しようとしている集合体」

としてとらえたとき，その集合体がシステムです．“部品”はとき

によっては，人間であったり，法律や手順であったりすることもあ

るので，この際“要素（エレメント）”に改めておきましょう．つま

り，システムは，多くの要素が互いに関連を持ちながら，全体とし

て共通の目的を達成しようとしている集合体ということができます．

そして，てんでんばらばらであった多くの要素を，全体の目的に貢

献するように，互いに関連を持たせることを“システム化する”と

いうわけです．

　近ごろ，システムというと，コンピュータシステムのことだと

思っている方が多くいます．事実，三省堂の大辞林では，もともと

の意味のほかに，「コンピューターで，組み合わされて機能してい

るハードウェアやソフトウェアの全体」という解説もつけられてい

ます．しかし，本来の意味は，9 行前あたりに書いたものですし，

この本で書くのも，けっしてコンピュータシステムのことではあり

ませんので，ご注意ください．

全体からの把握

システムの考え方は，呼び名こそ使わないまでも，昔から多くの
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